ハンガリーの｢体制の強化｣と対外政策(1957-1959) : 対オーストリア関係を中心に by 荻野 晃 & Akira Ogino
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１. ハンガリー外交とオーストリア
1956年から1960年代初頭までのカーダール時代初期は, ｢体制の強化｣
の時期とよばれる｡ スターリン ( J. V. Stalin) 時代の過度の ｢対ソ従属｣
により蜂起の原因をつくった元ハンガリー勤労者党第一書記ラーコシ
(	
), 蜂起勃発後に急速な ｢対ソ自立｣ で軍事介入を招いた
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知されるためには, 社会主義陣営以外の国々との関係を改善しなければな























の経済交流を図る前提条件として, ハンガリーは鉄道, 自動車, 航空機,
船舶による交通, 二国間の出入国, 通関手続きを円滑にするための協定を



























































｡ 1) 二国間の長期間有効な通商協定の締結, 2) ブダペシュト・ウィー
ン間の航空便の就航, 3) オーストリアにいるハンガリーの未成年者の帰




















さらに, 未成年者に関して, オーストリアは, 自国内にいる未成年者の
親が今もハンガリーで生きているのかどうか, 赤十字を通して確認する必
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10月17日, プヤは駐オーストリア・ソ連大使ラピン (Sergei G. Lapin)
と会談した｡ ラピンはハンガリー・オーストリア関係の問題点を指摘した｡
とくに, オーストリア側がハンガリー国内での人権問題を重視しており,






く賛同していた｡ 他方, ラピンの指摘にもかかわらず, ハンガリーにとっ
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２. 二国間交渉の中断
1957年11月６日, 国連総会からの帰路, ハンガリー外相ホルヴァート
(Imre) がウィーンでフィグルと会談した｡ 会談の席で, ハンガ
リー事件当時, オーストリアが1947年にスパイ容疑をかけられてアメリ























































































































































60(774) 法と政治 66巻 4号 (2016年 2月)
ル政権の ｢体制の強化｣ が重要な局面を迎えていた｡ 1958年６月16日,
ハンガリー事件当時の首相ナジの死刑が執行された｡ 1956年11月24日に
ユーゴスラヴィア大使館を退去した直後にソ連軍に身柄を拘束されたナジ














たと考えられる｡ だが, 最終的な裁判の時期や方法は, 国内問題を自力で
処理しようとしたハンガリー側の判断でなされた｡ カーダールと彼の協力
者は社会主義体制の強化のために, 最終的にナジを葬り去る必要性を感じ




































1958年９月25日の 『ブント』 誌に掲載されたインタヴューの中で, フィ
グルは, オーストリアは近隣の東欧諸国との間に存在する問題の解決に努















































た｡ ソ連でラープが ｢オーストリアの中立は無制限 (unlimited)｣ と発言
したことで, オーストリアでソ連の影響力が強まることへの疑念をアメリ
カは深めた｡ 1958年12月の訪米の際, ハイメルレはラープの中立に関す
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ルの経済, 文化, スポーツなどの人的交流は再開されなかったが, 地域レ
ベルでの人的交流が始まった｡ とくに, ハンガリーとの国境に位置するブ
ルゲンラント州との交流は, 国境付近での緊張緩和, 両国の信頼醸成, オー
ストリアでのハンガリーのイメージ・アップの点でも重要な問題だった｡
通商問題に関する協議で, ２月７日にハンガリー対外貿易省顧問ニェルゲ
シュ (Nyerges ) と在ハンガリー・オーストリア公使館参事官クー






本市視察を目的とする知事ヴァーグナー ( Johann Wagner) を団長とする
ブルゲンラント州代表団のハンガリー訪問が実現した｡ さらに, ５月のウィー

















































































よる関係悪化のみならず, 1938年のアンシュルス (独墺合邦) から第二
次世界大戦とその後の冷戦の始まり, オーストリアの占領統治の長期化を
経て, 両国は多様な問題の解決を必要としていた｡ また, 二国間の問題点
にとどまらず, 国内統制の緩和, 国連における ｢ハンガリー問題｣ の解決
など, カーダール政権には交渉を進展させるためにまだ多くの課題が残さ
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Hungary’s ‘Consolidation’ and Foreign Policy :
With Special Reference to Relations with Austria (19571959)
Akira OGINO
One of the fundamental principles of Hungarian foreign policy under the
regime was the peaceful coexistence of states with different social
system. Hungary tried to establish good relations with West European
states pragmatically after ‘Consolidation’ of the socialist system in the end of
1950s. The purpose of this paper is to examine the formative Hungary’s
pragmatic foreign policy. Especially this study is focused on Hungary’s pol-
icy toward Austria.
The Hungarian Revolution of 1956 was crushed by the Soviet army. After
the suppression of the people’s uprising,	
the First Secretary of
the Hungarian Socialist Workers’ Party, and other leaders had to eliminate
Stalinist leaders from the party in order to stabilize the domestic situation.
At the same time, it was an urgent task to grow out of the international iso-
lation that had resulted from the military intervention and suppressing the
opposing forces. It was Austria that Hungarian leaders regarded as impor-
tant, when they carried out their policy toward non-socialist states. So
Hungary was intent to negotiate a settlement with Austria and tried to pro-
mote neighborly friendship, in spite of the deteriorating relations after the
Hungarian Revolution. The author analyzes how Hungary developed nego-
tiations with Austria until the beginning of the formal consultation between
the two states.
For the regime to make relations with Western Europe, including
neutral Austria, better, it was essential to relax oppressive domestic policy.
After long and difficult negotiations, the consultations between Hungary and
Austrian began in 1959.
This paper consists of following sections :
1. Introduction
2. Hungarian Foreign Policy and Austria
論説
法と政治 66巻 4号 (2016年 2月) 75(789)
3. Discontinuation of the Negotiations between Hungary and Austria
4. Development of Negotiations between Hungary and Austria
5. Conclusion
